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FUJIFILM Holdings Corporation

1986年 4月 富士写真フイルム株式会社（現・富士フイルムホールディングス）入社

2014年 6月 富士フイルムホールディングス株式会社 経営企画室 コーポレートコミュニケーション室長

2017年 6月 同社 執行役員

2018年 6月 同社 執行役員 経営企画部 コーポレートコミュニケーション室長 兼 人事部長

2021年 6月 同社 執行役員 コーポレートコミュニケーション部長 兼 ESG推進部長（グローバル監査部 管掌）

2022年 6月 同社 取締役・執行役員

吉澤 ちさと

経歴紹介
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投資家の皆様からの期待 期待に対する当社の対応

1 成長性 成長の柱となるバイオCDMO、半導体材料事業へ積極投資

2 安定性 収益を安定的に獲得できるイメージング、ビジネスイノベーション事業を運営

3 持続性 健全な財務体質を維持し、成長領域への投資継続するとともに、安定した株主還元を実施

富士フイルムは、“成長事業”と“安定的に収益を獲得する事業”の両輪により、
中長期にわたり安定した企業価値向上の実現を目指します

市場特性が異なる事業を複数抱えることによる業績変動リスクを抑制

本日お伝えしたい事
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バイオ医薬品の製造受託

絶えずポートフォリオを最適化することにより、持続的な企業価値向上を実現

Summary
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1．富士フイルムについて



FUJIFILM Holdings Corporation

はじめに | 創業90周年を迎えて
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富士フイルムのはじまり

創業当時の富士フイルム 足柄工場

1934年 写真フィルムの国産化を目指して富士写真フイルム設立
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1.富士フイルムについて
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本業喪失の危機
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急速なデジタル化の進展

(指数)2000年総需要100とした場合の指数

2000年をピークに本業である写真フィルムの市場が急速に縮小

▍ カラーフィルムの世界総需要推移
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1.富士フイルムについて
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技術の棚卸による成長領域の見極め

当社技術と市場の分析から成長領域を見極め、
ヘルスケアやエレクトロニクスなどに経営資源を集中投下

当社の技術は
活きるか?

競争力を
維持できるか?

成長市場か? ✕ ✕

▍ 重点事業を定める3つのポイント

既存市場 新規・近接市場

新規技術

既存技術

▍ 四象限マップにおける当社技術の棚卸（2000年代当時実施）
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1.富士フイルムについて
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新たな成長基盤の構築

積極的なM&Aを活用しながら
事業の中身の入替を実施し将来にわたる成長基盤を構築

成長領域の探索期
写真フィルム市場の急激な縮小を

背景に技術の棚卸を実施

【2004】Arch Chemicals 半導体関連化学品部門 買収

成長領域の検証期

2010年代

当社が優位性を発揮できる分野を
見極めながら積極的にM&Aを実施

成長期

2020年代

事業の中身の入替を実施しながら
グループのシナジー発揮を最大化

【2023】Entegris, Inc. 半導体用
 プロセスケミカル事業 買収
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1.富士フイルムについて

2020年代2010年代2000年代

【2006】機能性スキンケア化粧品 発売

【2008】富山化学工業 買収（医薬品）

【2011】MSD Biologics/Diosynth 買収（バイオCDMO）

【2012】Sonosite 買収（超音波）

【2017】和光純薬工業 買収（試薬等）

【2019】Biogen(Denmark) Manufacturing買収（バイオCDMO）

【2021】日立製作所の画像診断事業 買収

ヘルスケア

エレクトロニクス
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大幅な事業構造の変革

ヘルスケアやエレクトロニクスなどの成長領域を拡大させ、
大幅な事業構造の変革を実現

▍ 事業構成の変化

イメージング

54%

ビジネスイノベーション

37%

イメージング

17%

エレクトロニクス*

13%

ヘルスケア*

33%

2024年度
売上高

3兆1,958億円

2000年度
売上高

1兆4,403億円

*ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2024年度の情報をリステートしています

写真フィルム
約19％

写真フィルム
1％未満

（現 ヘルスケア・エレクトロニクス）

インフォメーション

46%
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初の3兆円超え

FY2022

2008年以来の最高更新

FY2024

営業利益率 10％超
FY2019-20

安定して推移

近年の売上高・営業利益推移

これらの市場の異なる各セグメントにより、安定した成長を実現

▍連結売上高：億円
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– 営業利益率：％

Covid19の拡大

1.富士フイルムについて
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instaxやデジタルカメラをはじめ、「撮影」から「出力」
まで、写真・映像に関わる製品・サービスを提供

イメージング
1.2 事業セグメント紹介

売上高 5,420 億円

営業利益 1,392 億円

※左図は売上構成、2024年度実績
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コンシューマーイメージング プロフェッショナルイメージング

instax デジタルカメラ「Xシリーズ」 「GFXシリーズ」
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創業以来培ってきた写真の楽しみ方や技術を新たな価値創造に繋げて、ファン層を拡大
2021年以降、イメージング事業の売上は大きく伸長

instax

アナログ価値と最新デジタル技術を融合し
魅力的な製品を提供

1998年 国内発売開始

- 2023年に25周年

Covid19の拡大

イメージング
1.2 事業セグメント紹介

▍ instax 売上高

▍イメージング事業 売上高：億円
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instax 売上高

4期連続

過去最高

世界100か国以上で展開中

- 海外売上高比率9割

2,852
億円
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ビジネス
ソリューション

オフィス
ソリューション

グラフィック
コミュニケーション

オフィスから商業印刷、産業印刷までの全領域をカバーする
「ソリューションパートナー」として高い付加価値を提供

ビジネスイノベーション
1.2 事業セグメント紹介

売上高 11,985 億円

営業利益 746 億円
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複合機
「Apeos」シリーズ

インクジェットデジタルプレス

※左図は売上構成、2024年度実績

業種や業務の特性に合わせたドキュメントサービスを提供し、

お客さまのDX推進・課題解決に貢献

基幹ソリューション

業務ソリューション

ITソリューション

守る
secure

伝える
insight

知る
understand

支える
support

聞く
communicate

IT Expert Services
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メディカルシステム ライフサイエンス

バイオCDMO LSソリューション

◼ 「予防・診断・治療」領域で医療課題を解決するトータル
ヘルスケアカンパニーとして、健康的な社会づくりに貢献

◼ 売上高は1兆円を初めて突破

ヘルスケア
1.2 事業セグメント紹介

売上高 10,478 億円

営業利益 799 億円
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バイオCDMO

※左図は売上構成、2024年度実績

機能性化粧品
「アスタリフト」

培地AI・IT技術と幅広い製品ラインアップの
融合により、新たな価値を創造
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領域 予防 診断 治療

ビジネス
領域

ヘルスケア

•メディカルIT
• X線画像診断/CT/MRIシステム

•内視鏡システム

•超音波診断装置

• IVD・臨床検査

•健診センター「NURA」

•機能性化粧品

「アスタリフト」

•サプリメント

「メタバリアEX」

世界初のデジタルX線画像診断システム開発などを通じ拡大してきた「診断」領域から、
「予防」「治療」へと事業領域を拡大

•バイオCDMO

•術前・術中支援

•低侵襲治療

•細胞培養用培地・試薬

•CROサービス

1.2 事業セグメント紹介

17

健診センター「NURA」を新興国に展開
Page 47参照
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◼ AI・IoT時代の生活を支える通信機器、センサー、次世代
ディスプレイなどに向けた高機能材料を提供

◼ 急速な市場成長に応え、高品質な材料供給で競争力を維持

エレクトロニクス
1.2 事業セグメント紹介

売上高 4,076 億円

営業利益 751 億円
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半導体材料 AF材料(アドバンストファンクショナルマテリアルズ)

半導体の微細化・高積層化を実現する幅広い製品 ディスプレイ材料 記録メディアテープ

※左図は売上構成、2024年度実績
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2.1 ポートフォリオ戦略

2.2 ヘルスケア バイオCDMO

2.3 エレクトロニクス 半導体材料

2．成長を牽引する事業
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2024年度
2030年度

全社売上高に占める割合を2030年に約30％に拡大

■バイオCDMO

■半導体材料

売上高

約4,700億円

売上高

 約1.2兆円

ポートフォリオ戦略
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2.成長を牽引する事業

1.6兆円*を成長事業に集中投入
*研究開発費・設備投資額の合計

高

低

市
場
の
魅
力
度

成長事業

基盤事業

イメージング
ビジネス

イノベーション

半導体バイオCDMO

持続的な成長を実現すべく、事業ポートフォリオを絶えず最適化
積極投資によりバイオCDMOと半導体材料を中核事業へと成長させる

▍設備投資・研究開発計画(2024~26年度) ▍バイオCDMO・半導体材料事業の成長計画

▍ ポートフォリオ戦略(キャッシュの流れ)のイメージ

キャッシュの流れ
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バイオCDMO：バイオ医薬品とは

*当社調べ。医薬品市場におけるバイオ医薬品比率のCY2023年～CY2030年

バイオ医薬品市場は、がん・希少疾患への高い効果期待から、
2028年には医薬品全体の約半分を占め、30年まで年平均9%の成長を見込む*

低分子医薬品

市場 当社調べ、1USD:145円計算

2028年 99兆円(51%) 2028年 96兆円(49%)

副作用 少ない 大きいことも

効果 がん・希少疾患への高い効果期待 安定性が高い、服用が簡便

製造 製造が難しく、比較的高コスト 大量生産、比較的安価

一般的な特徴として理解されるべき点にご留意ください

バイオ医薬品

生物由来の細胞や微生物を利用して製造される医薬品の総称 化学合成による製造

21

2.2 バイオCDMO
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バイオCDMO(*)とは

製薬会社の内製キャパシティに余力がないことや創薬コストの上昇を受けて、開発・生産の分業化が加速。
CDMOは医薬品の製造受託を担う、バイオ医薬品の安定供給に貢献する

バイオ医薬品の生産プロセス開発・製造を受託
製薬会社が新薬開発にリソースを集中、製造をCDMO企業に委託するニーズが拡大

▐ 進展する水平分業型の製薬ビジネス

*経済産業省 第9回 産業構造審議会 商務流通情報分科会  バイオ小委員会資料を参考に当社作成

垂直一貫型 製薬会社（研究･開発、製造、治験など）

新薬開発に注力

製薬会社（新薬シーズへの投資、研究開発マネジメント、自社ブランドによる販売）

受託開発*・製造 （CDMO)

水平分業型

シフト 新
薬
の
製
造
・
販
売

受託研究

22

バイオCDMO市場
年成長率

* Contract Development and Manufacturing Organization

CY2023-2030

13％

*製造プロセス開発

2.2 バイオCDMO
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当社の強み

製薬企業から信頼されるパートナーとして
バイオ医薬品の生産プロセス開発・製造をサポート
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顧客がCDMOに求める期待 当社の強み

高い効率・安定的な生産体制 業界トップレベルの技術と生産実績
• デンマーク拠点での98％超のバッチ成功率
• 共通設計・設備の他拠点展開による迅速な技術移管

潤沢な製造キャパシティ 積極投資による製造能力増強
• 最大需要地である欧・米、及び日本での製造体制
• 多様なモダリティ×プロセスに対応する中小～大型の製造能力

各国規制当局への対応実績 各国規制当局の査察に対する豊富な経験・知見

製薬企業
バイオテック

2.2 バイオCDMO
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デンマーク拠点は昨秋に製造能力を拡大、
米国において製造の米国内回帰ニーズが高まる中、今年中に新拠点が稼働

ノースカロライナ新拠点

FY2023 FY2026 FY2030

2030年度の製造能力は5倍強に拡大2023比

抗体医薬品向け、中小型・大型含む

新規投資による能力増強
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デンマーク拠点

• 既設の大型製造設備(培養槽)x6基に加え
第一次増設 +6基（2024/11～）
第二次増設 +8基（2026以降～）
計20基へ能力拡大

• 欧州最大のバイオCDMO拠点へ

• バイオ医薬品の集積地に投資
• 大型製造設備(培養槽) 計16基
第一次 +8基（2025 稼働開始予定）
第二次 +8基（2028 〃）

• 米国最大規模のバイオCDMO拠点へ

2.2 バイオCDMO

▍ 主な新規設備投資 2024~

▍ 製造能力の拡張
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当社初となる国内CDMO拠点を新設し、抗体医薬品やワクチン製造に対応
国内で不足するバイオ医薬品の製造を拡大

富山 CDMO拠点の開設
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2.2 バイオCDMO

• 平時には抗体医薬品を製造
• パンデミック等の有事の際にはワクチン生産が
可能な体制を整備

• 欧州・米国に続き、日本でバイオCDMO拠点を展開

富山工場（富士フイルム富山化学）

▐ 国内バイオ医薬品の貿易収支 大幅な貿易赤字

▐ 富山 CDMO新拠点 | 2027年稼働予定

輸出額

  0.4兆円

輸入額

  2.1兆円

貿易収支

▲1.7兆円

財務省 貿易統計より作成 CY2024
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売上高・営業利益目標

667

2,195 

3,550 

7,000 

FY2019 FY2024 FY2026 FY2030

約20％

・・・・・

・・・・・

副作用が少なく、がんや希少疾患への高い効果が期待されるバイオ医薬品の供給拡大を通じて
年率約20％の成長で、2030年度 売上高7,000億円を目指す

26

億円

億円

億円

年成長率

億円

売上高

2.2 バイオCDMO

FY2024-2030
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生成AI等の普及による半導体需要拡大に伴い、

微細化・積層化に不可欠な高機能材料を半導体製造メーカーに提供

当社の半導体材料事業とは

半導体製造メーカー

材料メーカー

半導体材料市場
年成長率

7％
CY2023-2030

27

▐ 半導体製造に重要な“材料”を供給

2.3 半導体材料

▐ 半導体材料市場の成長
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基板実装 研磨

さまざまな工程で必要とされる、幅広い製品ラインアップと高い競争力を持つ材料を展開

当社の製品

28

設計 前工程 後工程

露光や洗浄などを繰り返し
回路層を形成

切り出し 組み立て

フォトマスク
作成

レジスト
塗布

現像 エッチング 洗浄乾燥 研磨 絶縁膜形成

先端~最先端レジスト
をラインアップ

⚫ EUVレジスト
⚫ ナノインプリント〃
⚫ PFASフリー〃

プロセスケミカル
欧州市場でのシェア*1

CMPスラリー
グローバルシェア*1

NTI現像液*2

グローバルシェア*1

95％

36％ 21％

新製品開発・販売

後工程でも使用される
次世代パッケージング
用途のCMPスラリー

■当社材料が使用される工程 (主要材料)

フォトレジスト 現像液 プロセスケミカル CMPスラリー CMPスラリー
(後工程)

New

*1当社調べ  *2NTI|当社が世界で初めて開発・実用化に成功したネガ型レジストの現像工程で現在広く普及しているプロセス 

2.3 半導体材料
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世界20カ所の生産拠点と6か所の研究開発拠点を活用し、

顧客への安定供給と顧客の近くからサポートを行う「地産・地消・地援」を実現

設備投資による能力増強

米国

29

韓国 静岡熊本・大分台湾ベルギー

グローバル拡大を進める大手顧客に対する
サプライチェーン網の増強

2.3 半導体材料

▍ 2024~26年稼働予定の主な設備投資

2025・2026年度で

合計1,000億円以上を投資予定*

*設備投資及び研究開発費
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営業利益率

20％台半ば

10％台後半

営業利益率

FY2021 FY2023 FY2024 FY2026 FY2030

5,000
億円

3,000
億円

2,504
億円

売上高

半導体の高性能化に不可欠な材料需要に応えることで、

市場成長を上回る成長率で売上高5,000億円、営業利益率20％半ばを目指す

売上高・営業利益目標

約12％
FY2024-2030

年成長率

30

2.3 半導体材料
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3．業績・中期経営計画
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業績推移

2025 2025

2025年度は、売上高・営業利益は過去最高をいずれも更新する、
売上高 3兆3,000億円、営業利益 3,310億円の見通し

2008

2.85兆円

2,073億円

リーマンショック

2009

▍売上高 ▍営業利益

4期

連続更新

5期

連続更新

3.3兆円

3,310億円

(予想) (予想)
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3.業績・中期経営計画



FUJIFILM Holdings Corporation

中期経営計画 VISION2030

収益性と資本効率を重視した経営により
グループの企業価値を高め、
世界TOP Tier*の事業の集合体として
様々なステークホルダーの価値(笑顔)を生み出す

2030年のあるべき姿

*TOP Tier : トップクラスの競争力を持つ製品やソリューションを展開

サステナブル社会の実現

グローバル規模の
環境・社会の課題を

“イノベーション”で解決する

SVP2030
長期CSR計画

Sustainable Value Plan
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3.業績・中期経営計画

4兆円 15％以上

9％以上 10％以上

売上高 営業利益

ROIC ROE

「VISION2030」
2030年度

詳細：Page 45参照

▍主要財務KPI
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4．株主還元・優待
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2015/6/1を100とした場合の推移(2015/6/1～2025/6/30)

0

300

2015/6 2019/6 2023/6

株主総利回り実績｜キャピタルゲイン（値上がり益）と配当を含む投資収益率

富士フイルムホールディングス

TOPIX

TOPIX(化学)

100
2015/6/1

240
2025/6/30

当社はTOPIXおよびTOPIX化学を上回る利回りを実現

株主総利回り実績

35

4.株主還元・優待
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16期連続増配となる70円/株(2025年度年間配当：予定)
配当性向30％を目安に、安定的かつ継続的な配当の実施を目指す

FY2009 FY2025
予定

▐ 当社配当金推移

8.4倍
FY2009→FY2025

配当金額

16期連続増配

8.3円/株

70円/株

2025年度
年間配当金(予定)

配当
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4.株主還元・優待
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優待内容 : 当社グループヘルスケア商品優待割引販売

対象者 : 保有株数100株以上

実際にご活用いただき、富士フイルム製品の魅力を体感してください

▐  株式分割

▐  株主優待

より投資しやすい環境を整え、投資家層の拡大を図ることを目的に、

2024年4月1日付で1株につき3株の割合で株式分割を実施

最低購入金額(2025/11/12終値、100株の前提) ：約33.6万円

株式分割・優待
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4.株主還元・優待
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投資家の皆様からの期待 期待に対する当社の対応

1 成長性 成長の柱となるバイオCDMO、半導体材料事業へ積極投資

2 安定性 収益を安定的に獲得できるイメージング、ビジネスイノベーション事業を運営

3 持続性 健全な財務体質を維持し、成長領域への投資継続するとともに、安定した株主還元を実施

富士フイルムは、“成長事業”と“安定的に収益を獲得する事業”の両輪により、
中長期にわたり安定した企業価値向上の実現を目指します

市場特性が異なる事業を複数抱えることによる業績変動リスクを抑制

本日お伝えしたい事

38

バイオ医薬品の製造受託

絶えずポートフォリオを最適化することにより、持続的な企業価値向上を実現

Summary
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はじめに | 創業90周年を迎えて

39
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5．参考情報
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▍弊社ホームページより、統合報告書をご一読いただけますと幸いです。

ご清聴ありがとうございました

41

https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials/integrated-report.html

富士フイルム 統合報告書 検索

▶IRメール配信 https://ir.fujifilm.com/ja/investors/mail.html

▍投資家向けニュースメール配信サービスのご紹介
適時開示情報など最新のIR情報を配信します。ぜひこの機会にご登録ください

5.参考資料
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会社概要・株式情報

▍会社概要 ▍株式情報

*2024年4月1日付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割を行っております

社名
富士フイルムホールディングス株式会社
(英語表記名：FUJIFILM Holdings Corporation)

代表者
代表取締役社長・CEO
後藤 禎一

設立 1934年1月20日

事業年度末日 3月31日

資本金 404億円 (2025年3月31日時点)

連結売上高 31,958億円 (2024年度)

当社株主帰属当期純利益 2,610億円 (2024年度)

連結子会社数 270社 (2025年3月31日時点)

連結従業員 72,593名 (2025年3月30日時点)

銘柄コード 4901

上場証券取引所 東京証券取引所

単元株式数 100株

発行済株式数 1,243,877,184株

発行可能株式総数 2,400,000,000株

定時株主総会 6月下旬

期末配当金/支払株主確定日 3月31日

中間配当金/支払株主確定日 9月30日

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社

株主優待制度
あり
https://ir.fujifilm.com/ja/investors/individual/share
holder-benefits.html
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（単位：億円）

2024年度

2025年度

最新予想

(2025年11月6日公表値)

増減

31,958 33,000 1,042
100% 100% +3.3%

3,302 3,310 8
10.3% 10.1% +0.3%

2,610 2,620 10
8.2% 7.9% +0.4%

216.67円 217.38円 +0.71円

8.0% 7.7% -0.3pt

当社株主帰属当期純利益

EPS

ROE

売上高

営業利益

＊一株当たり当社株主帰属当期純利益の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2025年9月30日現在の発行株式数(自己株式除く)を使用しています。

2025年度業績予想

米国関税政策による約60億円の利益影響を受けるも、
売上高・営業利益・当社株主帰属純利益ともに、過去最高を目指す
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過去最高

過去最高

過去最高

5.参考資料
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(単位：億円)

10,478 11,000 +522 +5.0%

4,076 4,200 +124 +3.0%

11,985 12,100 +115 +1.0%

5,420 5,700 +280 +5.2%

31,958 33,000 +1,042 +3.3%

799 810 +11 +1.4%

751 780 +29 +3.9%

746 740 -6 -0.8%

1,392 1,370 -22 -1.6%

-386 -390 -4 -

3,302 3,310 +8 +0.3%

対前年

増減率

対前年

増減率

ビジネスイノベーション

売上高 対前年度

対前年度

(単位：億円)

2025年度

最新予想

(2025年11月6日公表

値)

ヘルスケア

エレクトロニクス

2025年度

最新予想

(2025年11月6日公表

値)

2024年度

合計

全社/連結調整

イメージング

ビジネスイノベーション

合計

イメージング

ヘルスケア

エレクトロニクス

営業利益 2024年度

2025年度セグメント別業績予想
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5.参考資料

*ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2024年度の情報をリステートしています

*

*

*

*



FUJIFILM Holdings Corporation

2024年3月期 2025年3月期 2027年3月期 2031年3月期

(単位：億円) (2023年度) (2024年度) 対前年 (2026年度) (2030年度)

方向性

売上高 29,609 31,958 2,349 34,500 +5.2% 4兆円

100% 100% +7.9% 100%

収益性 営業利益 2,767 3,302 534 3,600 +9.1% OPM15％以上

9.3% 10.3% +19.3% 10.4%

3,173 3,406 233 3,600 +5.1%

10.7% 10.7% ＋7.3% 10.4%

2,435 2,610 174 2,700 +4.0%

8.2% 8.2% ＋7.2% 7.8%

EPS 202.29 216.7% 14.38円 224.24円

資本効率 ROE 8.2％ 8.0% -0.2pt 8.1％ 10％以上

ROIC 5.6％ 5.9 0.3pt 5.8％ 9％以上

CCC 116 95 21日減 112日

株主還元 DPS 50円 65円 +15円 配当性向30％を目安

為替(期中平均) 米ドル(USD) 145円 152円 7円安 140円

ユーロ(EUR) 157円 164円 7円安 150円

当社株主帰属当期純利益

CAGR

(2023年度→2026年度)

税金等調整前当期純利益

2026年度までのバイオCDMO・半導体材料への積極投資の成果により
2030年度に営業利益率15%以上・ROE10%以上を目指す

▍ VISION2030 業績目標

VISION2030業績目標
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A3カラー複合機

アジア・パシフィック地域に
おける販売台数シェア

No.1

イメージセンサー用
カラーレジスト

世界シェア No.1

医療用画像情報システム
(PACS)

世界シェア No.1

富士フイルムの製品

46

世界シェア

No.1

軟性内視鏡システム

世界シェア No.2

偏光板保護フイルム

世界シェア No.1

CMPスラリー
(半導体材料)

世界シェア No.2

携帯型
超音波画像診断装置

世界シェア No.1

Instax チェキ

ユニーク&
オンリーワン

写ルンです

ユニーク&
オンリーワン

2025年8月時点：当社調べ

◼ ヘルスケア ◼ エレクトロニクス

◼ イメージング

◼ ビジネスイノベーション

▶富士フイルムグループ企業紹介動画
5.参考資料
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健診センター「NURA」の展開による社会課題の解決

健康診断の文化が定着していない
がんの早期発見・治療を実現できていない*

*1 Source: WORLD BANK

*2 Source:“GLOBOCAN 2020” database compiled by the International Agency for Research on Cancer

平均寿命*1 69
YEARS

インド 日本

なぜインドは低いのか?

がん検診をはじめ生活習慣病検査サービスを提供する健診センター

がん罹患者
5年生存率*2 30

%

＜
84

YEARS

70
%

Phase1 当社医療機器とAI技術活用による高品質且つタイムリーなフィードバック
を実現する健診サービスの提供

Phase 2 健診サービス事業の新拠点「NURA Global Innovation Center*」、
移動式健診センター「NURA Express」をインドにて始動

一つの要因として

(*入手した情報に基づく当社の見解)
1 3 5

10

100

2021 2022 2023 2024 2030

NURAセンターの件数

- Bengaluru

- Gurugram

- Mumbai
- Bengaluru

- Bengaluru

- Gurugram

- Mumbai

- Ulaanbaatar

- Hyderabad

- Bengaluru

- Gurugram

- Mumbai

- Ulaanbaatar

- Hyderabad

- Ulaanbaatar(2nd)

- Hanoi

- Kerala (1st.2nd)

- Abu Dhabi

インド(5拠点) モンゴル国(2) ベトナム(1) UAE(1)

*健診センターとしての機能のほか、当社が展開する健診センター「NURA」で働く医師・技師・看護師などの専門人材を育成するトレーニングセンターとしての機能や、
インド国内の各「NURA」で撮影された医用画像を遠隔で読影する集中読影センターとしての機能を有する、健診サービス事業のさらなる拡大に向けた戦略拠点

健診文化の定着

100+

日本式の健診センター「NURA」を新興国に展開しがんや生活習慣病の早期発見に貢献
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（ニューラ）
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